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－シカゴ万国宗教会議を起点として－

也嵩 宣

はじめに

近年の共同研究によって、明治期における日本仏教国際化の全貌が明らか

になりつつある。ハンス・マルテイン・クレーマは明治初期の島地黙雷の洋

行経験を取り上げ、島地がただ単純に西洋思想を受容したのではなく、日本

思想として「再概念化(Reconception)」あるいは「充当(Appropriation)」

したことを紹介している'。 このような研究動向を受け、中西直樹・吉永進

一の研究では、日本仏教が明治期に国際的なネットワークをどのように構築

したのか、浄土真宗本願寺派の海外宣教会による英文仏教雑誌刀'e B加〃

QfAs"が果たした役割が何であったのかを明らかにした2．現在ではこれ

らの成果を踏まえ、英訳仏書の個別事例に注目し、その内容を解読する研究

が進められている3。

このように英訳を対象とした研究は少数ながら存在する。ただし、そのい

ずれもが特定の人物、著作、英訳語という一つの視点から論じられたもので

あった4。 もちろん、英訳研究を進めるための基礎作業として、個別の分析

が必要不可欠なことは言うまでもない。だが注意しなければならないのは、

特定の英訳の「語り」のみを切り取って検討すると、その背後に存在する状

況の変遷を見逃してしまう点にある。 この問題を解決するためには、英訳を

「点」ではなく、 「線」として把握する「英訳史」という視座の構築が必要
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であろう。

この問題意識に基づき、本論ではシカゴ万国宗教会議を一つの起点として、

英訳の「語り」の変遷を考察する。先行研究においては、オルコットの来日

からシカゴ万国宗教会議に至るまでが、 「欧米仏教ブーム」だとされ、それ

以降は英訳仏書、英字仏教雑誌が減少することが指摘されている5．たしか

に明治20年代後半に英訳仏書および英字仏教雑誌の多くが廃刊し、日本で英

訳不在の期間が訪れることは紛れもない事実である。

しかし、私見ではこの日本における英訳不在期間は、真宗の新たな「語

り」を模索する重要な時期であったと考えられる。

本論では、最初にシカゴ万国宗教会議における英訳仏書の言説を追う。特

にシカゴ万国宗教会議での真宗の英訳がどのような読者層を想定したもので

あったのかに注目する。次にシカゴ万国宗教会議での出会いを通じて、日本

仏教界が？伽のg"Co"γ＃という新たな表現の場を得たことを確認する。最

後にT"Ope"Co"〃における真宗の「語り」がいかなるものであったのか

を検討し、その問題点を提示する。

以上の考察を通して、従来の研究で英訳不在とされるこの空白期間が、真

宗の新たな「語り」を模索する重要な期間であったことを明らかにすること

が本論の目的である。

l.シカゴ万国宗教会議への参加と日本仏教の動向

シカゴ万国宗教会議は、コロンブスの「新大陸発見」400周年を記念する

コロンビア万国博覧会に併設する会議として、 1893年9月11日から17日間に

亘り、開催した6・シカゴ万国宗教会議を開催するマニフェストには「世界

の各宗教とはいかなるものであったかを探求すること」が掲げられ7、特に

未知なる東洋の宗教思想には注目が集まっていた8・日本の各仏教教団ヘシ
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カゴ万国宗教会議への招待状が届くと、真宗からは島地黙雷（1838-1911)、

南条文雄（1849-1927） といった、当時の教団の中枢に位置する人物が参加

候補者として挙がった9。

シカゴ万国宗教会議へ参加を熱望する日本の仏教徒たちは「他国の宗教に

よる侵略に対して受け身の抵抗」を示すよりも、 「仏教を世界に広めるため

に人を驚かせるような戦略を試みるべきだ」と意気込んでいた'0。すなわち

シカゴ万国宗教会議は、日本から参加する仏教徒にとって、世界に日本仏教

の存在を知らしめるための格好の舞台だと考えられていたのである''。

ところが、シカゴ万国宗教会議の議長であるジョン・ヘンリー・バローズ

牧師'2 (1847-1902)がキリスト教至上主義者であり、 「キリスト教の持つ可

能性」を説教で論じたことが日本の各誌で報じられると、計画は乱れ始める。

真宗教団の中心人物がシカゴ万国宗教会議に参加する危険性が攝かれ始めた

のである。その結果、島地、南条は参加を辞退し、浄土真宗本願寺派の八淵

蟠龍（1848-1926）が九州仏教同盟会の援助を受け、シカゴ万国宗教会議に

参加することになった'3．

結果として、日本の仏教徒たちが抱えていた疑念は的中する。シカゴ万国

宗教会議では、世界の諸宗教がキリスト教のメッセージを投影したものであ

り、影の薄いその他の宗教は、いつの日か「十字架のまつたき光」の下に暮

らしている人々と釣り合う位置にまで進化していくものとされた'4．主催者

側のシカゴ万国宗教会議を開催する大きな狙いは、キリスト教の影響圏に諸

宗教を取り込むことにあったのである'5°では、 こうした両者の思惑が錯綜

するなか、日本仏教徒がシカゴ万国宗教会議で配布した英訳仏書はいかなる

ものであったのだろうか。
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2． シカゴ万国宗教会議における真宗の英訳仏書の

「語り」とその対象

シカゴ万国宗教会議において、 日本の仏教徒は合計三万冊以上の英訳仏書

を配布した'6．それらの書名を挙げておくならば、①赤松連城訳AB""

Acco"加呼S〃〃s〃〃（｢真宗大意略説｣) (1879年訳出）②加藤正廊訳A

S""sI@"QzjEc〃た"2 (｢真宗問答｣) (1889年訳出）③前田慧雲編、薗田宗恵訳

A〃O"〃"eQf"jgTMeSrctQ/B"〃"s加（『真宗綱要)｣) (1893年訳出）④

清沢満之編、野口善四郎訳？吻雛g肋〃QfAP〃肋s""Q/Re/"0"(『宗教

哲学骸骨』） （1893年訳出）⑤黒田真洞O〃""gsQft〃〃α"〃α"αAs

""加勿B"〃〃a （『大乗仏教大意』) (1893年訳出）がある。また英訳経典

としては、大原嘉吉訳「四十二章経」 (1891年訳出)が持参された。驚くべき

ことは、日本から持参した英訳のほとんどが真宗関連であった点にある。 こ

れは海外宣教会に代表されるように、真宗が国際的な発信力を既に持ってい

た事実が大きかったであろう'7．

だが、日本の仏教徒たちがシカゴ万国宗教会議で三万冊以上の英訳仏書を

配布したにも関わらず、その報告書には日本の英訳仏書はほとんど取り上げ

られていない'8．わずかに清沢満之の『宗教哲学骸骨』の論説が関心を引い

た程度であった'9・日本の英訳仏書は、シカゴで人々が待ち望んだ、東洋の

未知なる宗教思想だったはずである。なぜこれらの英訳仏書は反響を呼ばな

かったのだろうか。その手がかりを探るために、日本の英訳仏書の内容がい

かなるものであったかを見ていこう。

先行研究においては、日本仏教徒のシカゴでの演説が「釈迦牟尼の中心

化」を巧みに利用したものだと評されている20。実は、 この特徴は英訳仏書

においてもよく当てはまる。特に、当時の日本仏教のなかで惹起していた
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「大乗仏教は仏説に非ず」という、いわゆる「大乗非仏説論」をどのように

乗り越えるかに英訳仏書の主眼があったことは間違いないだろう21．

英訳仏書を見ていくと、そのほとんどが「小乗仏教」 と「大乗仏教」とい

う構図を用いり、日本の「大乗」は「小乗」よりも優れた思想である、 とい

う立論がなされている。例えば、その構図が顕著に垣間見られる英訳仏書、

前田慧雲著、薗田宗恵訳のA〃O""伽gqf"IcT/weSbc/Q/B"〃"fs"z (『真

宗綱要』）を一例に見てみよう。

小乗(TheSmallerVehicle)の浬藥は、消滅した光と同じような虚無

の状態です。それに対して大乗(TheGreaterVehicle)でいう浬藥は、

すべての煩悩が消滅した状態なのです。これこそが浬藥の真の意味であ

り、 「真如」というすべての功徳が存在する状態であるのです。真宗の

信者は、浄土に生まれるために仏の大智と大悲を受けており、仏が浬藥

に至ることで、智慧と慈悲が完成するのです22・

前田は「浬藥(Nirvana)」の言葉に注目し、小乗仏教と大乗仏教の解釈

の相異を述べている。いわく 「小乗」の浬藥は、明かりを消すような「虚

無」の境地である。その一方で「大乗」の浬藥は、煩悩を滅し、あらゆる功

徳を備える「真如」の境地である。この「真如」に基づく、大智と大悲を兼

ね備えた教えこそが真宗なのだという23．これらの前田の記述には、釈尊を

中心としたヨーロッパでの仏教理解への危機感があったと考えられる。

近頃、仏教は西洋諸国に紹介され、教えが広がりつつあります。しかし、

現在のヨーロッパ各地で広く普及している仏教は、ほとんどがセイロン

やシャムなどで説かれている小乗仏教であり、中国や日本で説かれてい

る大乗仏教ではありません。西洋諸国に大乗を勉強しているものは、わ

ずかながらいるのですが、聖道門の教義に従っています。聖道門の教義

は厳格かつ実践することが非常に困難なため、一般人には適していませ
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ん。その一方で、浄土門は簡易な教義にも関わらず、最も深遠な真理を

具現化しており、すべての人々に適した教えなのです24。

ここで前田は、ヨーロッパで普及する仏教のほとんどが小乗仏教だと指摘

している。前田によれば、 ヨーロッパでも大乗仏教を学ぶものはいる。しか

し、その教えは実践が困難な聖道門の教えであり、深遠で実践可能な浄土門

を知らないのだという。

さて前田がここで用いた説明は、あまりにも強引な仏教解釈に基づいてい

る。なぜなら、 ヨーロッパを起源とする、いわゆる近代の「仏教学」の類型

に基づくならば、仏教は「初期仏教（原始仏教)｣、 「部派仏教｣、 「大乗仏教」

という三つの系統に分類することができる。 もしも、 この三つの類型に基づ

くのであれば、いわゆる「小乗仏教」は「部派仏教」の一派に含まれる。そ

れにも関わらず、前田の論説では「小乗仏教」と「大乗仏教」という二分法

を用いり、 「小乗仏教」のなかに「原始仏教」をカテゴライズするという独

自の分類を行っている。注目すべきは、近代仏教学の素養を兼ね備えた前田

慧雲がこのような解説を用いている点にある。 というのも、前田は大乗仏教

の起源は大衆部にあるという「大乗仏教大衆部起源説」を提唱した仏教学者

としてよく知られており、 この事実からも、 このような分類方法に無知であ

った人物とは考えづらいからである。これはヨーロッパで流行する仏教を

「小乗仏教」としてカテゴライズすることで、 「大乗仏教」の優越性を打ち

出すための戦略であったのだろう。この一例が如実に示すように、シカゴ万

国宗教会議に持参した英訳仏書の多くには、過剰ともいえるほどの「大乗非

仏説論」に対する反駁精神が働いていた。

ところがその一方で、仏教の知識を全く持ち合わせていない聴衆へのケア

は、ほぼ皆無であった。結果としては、 これが非常によろしくなかった。た

とえば、会議に参加した出席者の一人は、仏教の因果論を受けて、次のよう
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な率直な感想を述べている。

あらゆる存在が相互に依存しており、それらの何一つ、 もしくは、それ

らの全体すら、独立の存在に依拠していない世界があるならば、哲学は

不可能になり、神学はその価値を奪われることになるだろう25．

上記の「独立の存在に依拠していない世界があるならば」という言葉が示

すように、シカゴ万国宗教会議はほとんどの聴衆にとって「仏教」そのもの

との出会いの場でもあった。そうであるにも関わらず、 日本の仏教徒は「小

乗仏教」に対する「大乗仏教」という論法を用いてしまったのである。仏教

の教義を何ら知らない彼らにとって、 「小乗仏教」の理解を前提とした日本

の英訳仏書の「語り」は、 もはや解読不能の暗号のように思えただろう。

ところで、 ここで疑問となるのが、英訳仏書にはなぜ仏教の素養を持ち合

わせていない聴衆が想定されなかったのかという点につきる。 というのも、

真宗は明治20 (1890)年にはキリスト教の一派であるユニテリアンと結びつ

きを持っていたことが、先行研究において指摘されている26．その事実を考

慮するならば、真宗の僧侶たちは「キリスト教徒」を読者に想定した英訳仏

書を持参することも充分に可能であったはずである。しかし、そうはならな

かった。その理由はいくつか考えられるが、 ここでは、日本の英訳仏書がこ

うした状況に陥ったと考えられる理由を「英訳史」という観点から二点ほど

指摘しておきたい。

第一にシカゴ万国宗教会議に至るまでの真宗の英訳仏書の読者が英国を想

定したものであった点が挙げられる。 この事実をより明らかにするために、

明治初期に始まる真宗の英訳仏書とその出版背景を概観してみよう。

真宗の最初期の英訳としては、シカゴ万国宗教会議にも持参された赤松連

城訳AB”ずAccO"伽QfS〃伽s〃〃（明治12(1879)年訳出）が存在する。そ

の発刊目的は、真宗教義を英国議員リードに概説するためのものであった。
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この赤松の英訳は、シカゴ万国宗教会議以降も海外の英文仏教雑誌に広く引

用される一枚となる。

明治18 （1885）年、真宗教義英訳の転換点ともいえる英訳仏書が発刊する。

それが、英国総領事のJamesTroup、赤松連城、南条文雄らによる英訳仏

書o〃肋2刀"鯛qf"ieS〃"s〃〃07' @T7月"g艶cr'QfB"〃"s〃（｢英文真宗

教旨｣）である。本書では、従来の漢文を基礎とした伝統の「仏教学」では

なく、サンスクリット語を基礎とする、いわゆる近代の「仏教学」に基づい

た英訳方法が採用された。 これは南条文雄が、オックスフォード大学のマッ

クス・ミュラーの下でサンスクリット語を習熟して帰国した一つの功績だと

いえよう。

翌年の明治19 （1886）年には、日本仏教十二宗の教義英訳であるAShO7't

f"sわびQfrｿ'eノ”""gsg〃ﾉg伽B"〃〃s#SbcjS (『英文仏教十二宗綱要』）

が刊行される。本書では南条文雄が編集長の役割を担った。それにより、各

教団の英訳はサンスクリット文献に準拠する英訳方法となった。日本におけ

る英訳仏書ブームはまだまだ続く。明治23 （1890）年には、オルコットの

B"〃ﾉ'"QzIEcMs"z (『仏教問答』）に示唆を受け、シカゴ万国宗教会議にも

持参される加藤正廊訳のS〃"sMCZz伽〃s"z (『真宗問答』）が完成する。本

書の特徴は「カテキズム」というキリスト教の布教で使われる問答形式を採

用した点にある。しかし、その内容を紐解くとヨーロッパを席巻していた

「釈尊中心」の「仏教学」に基づく、真宗教義の概観であった。このように、

明治12 （1879）年から、明治27 （1894）年のシカゴ万国宗教会議に至るまで、

真宗の英訳仏書の読者として想定されていたのは、ある程度の仏教学の素養

を持った英国の人々なのである。

第二に日本の仏教徒たちが英国と米国の読者層の質的な相異に無頓着であ

った点が挙げられる。近年、吉永進一が英国と米国の仏教受容の差異につい
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て、仏教学の権威が強い英国に対して、米国では仏教学の権威がさほど強く

なく、宗教学が先に台頭したことを指摘している27。実は真宗の僧侶たちが、

こうした米国での学術的な傾向の詳細を知るのは、 1898年の北米開教の開始

後だと考えられる。その証拠に北米開教の黎明期に開教使たちは、全米の大

学や教育施設を視察している。そして、その報告書が高輪大学の『万国仏教

青年会』の会報や、北米開教使の雑誌『米国仏教』、英文仏教雑誌の？伽

L垣〃QfD〃γ"､〃に数多く掲載されることになる28・日本の仏教徒たちは、

米国の読者がどのような学術的な素養を持った人々なのか。その実態を明確

に掴んでいなかったのである。

このように「英訳史」という観点から鑑みるに、シカゴ万国宗教会議で

「小乗仏教」に対する「大乗仏教」という論法を日本の仏教徒たちが使うに

至ったのは、ある意味では英国と真蟄に向き合ってきた結果でもあった。シ

カゴ万国宗教会議の聴衆に合わせて、釈宗演が1日目と2日目の演説内容を

大幅に変更したことは有名な話である。だが、既に活字化されていた英訳仏

書にはこのような対応は不可能であった。

その結果、平井金三の「日本とキリスト教」の関係性を熱弁した演説がシ

カゴ万国宗教会議の最高潮をなす一方で、 「小乗仏教」の理解を前提とした

とした英訳仏書の「語り」が大きな反響を呼ぶ事はなかった29．最大の要因

は、日本の英訳仏書はシカゴ万国宗教会議までは、英国人を読者として想定

していたものであり、さらには日本の英訳者たちが英国と米国の読者の質的

な差異を考慮できていなかった点が大きかったといえよう。

こうして、シカゴ万国宗教会議で日本仏教徒たちが目論んだ「日本仏教を

広める戦略」は失敗に終わった。海外宣教会の英文仏教雑誌r伽B加〃 Qf

As〃の廃刊に象徴されるように、欧米仏教徒との組織的な交流はなくなる。

そして、伝道の主軸は、従軍布教、台湾などの植民地への伝道、あるいは日
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系移民へと移っていく30．これは、まさに先行研究において描かれていると

おりである。

ただし本論で注目したいのは、次の点にある。はたして、日本の仏教徒が

シカゴ万国宗教会議で掲げた「日本仏教を世界へ広める」意欲も、本当にこ

の失敗と共に失われるのだろうか。

実はそうではない。シカゴ万国宗教会議で日本仏教の「語り」に興味を示

す人物が現れる。その人物こそがT""e"Co"〃の創始者ポール・ケーラ

ス（1852-1919）であった。

3.T"Ope"Co"〃との出会いと真宗の「語り」の醸成

rｿ'eO"@Co"〃は1887年に創刊した宗教雑誌である。その発刊目的は、

「科学の理論に基づく、倫理と宗教の構築」にあった3'・従来の研究におい

てT〃g"e"Co"〃は、 1897年に鈴木大拙が派遣される場所として、あるい

は「科学の宗教(ScienceofReligion)」の思想を生み出した雑誌として注

目を集めている32．ポール．ケーラスの下で語学力を培った鈴木大拙が、米

国で禅ブームを巻き起こす契機を作ることは言うまでもないだろう。

本雑誌の創刊者であるポール・ケーラスは、シカゴ万国宗教会議をきっか

けに日本仏教に興味を持ち、釈宗演との書簡のやりとりを開始することにな

る33o r伽のe"Co"〃の誌面を見ていくと、 1887年から1893年に日本仏教

を紹介した論説はほとんど見られない34。だが、シカゴ万国宗教会議(1894

年）前後に、日本仏教関連の英訳言説が増加する。そして、その執筆者の多

くは、シカゴ万国宗教会議に日本から参加した面々であった35。

たとえば、シカゴ万国宗教会議の登壇者の一人でもあった岸本能武太36

（1866-1928）はB"〃〃s加加ノ”α〃の連載を開始する37．注目すべきは、

彼の手によって、真宗の新たな「語り」が誕生するという点にある。
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禅宗は本質的に「禁欲的」である、 もしくは教義そのものが「汎神論」

を多く含んでいるといえるだろう。その一方で、真宗は、ほとんど「一

神教」と言っても差し支えないだろう。禅宗は、自らの悟りの心、黙想

者以外を認めない。禅宗では、黙想者を除く、あらゆる存在を認めない。

彼等にとって、世界の外部性が存在しない事実は、迷いの結果なのでは

ないのである。一方で、真宗は阿弥陀仏があらゆる慈悲を具えた存在で

あるだけではなく、あらゆる存在をGodとして扱う。それゆえ、真宗

の「阿弥陀仏」はキリスト教神学でいう「神」と「イエス」の両方の役

割を果たす存在だといえる38。 （引用中の「」はイタリック）

岸本の「語り」はシカゴ万国宗教会議では用いられなかった方法に基づい

ている。たとえば「阿弥陀仏」をキリスト教神学の「神」と「イエス」の存

在に当てはめて、真宗が一神教であることを説明している。こうした「語

り」は大乗を宣揚していたシカゴ万国宗教会議での「語り」とは一線を画す

る。つまり、米国の読者層を意識した「仏教学」ではなく、 「宗教学」の方

法論に基づく真宗の「語り」なのである。岸本のこの英訳方法にキリスト教

と対話する意図があったかどうかは定かではない。しかし結果として、 この

「語り」はケーラスにとって、仏教の包括性を示す有効な手段となっていく。

たとえば、ケーラスはこの真宗の「語り」を用いて、次のように説明してい

る。

ヴォイト牧師はルター派のプロテスタントである。それゆえ、彼が言う

には、仏教徒は自らの利益だけではなく、仏教にも神の恩寵のような慈

愛の教えがあるべきだということである。ルター主義の人々にとっては

興味深いことだろうが、実は仏教のなかにもプロテスタント主義の教団

が存在する。 （そして、彼らは日本で最も大きく影響を与えている教団

である）それが、信心一つ(so地方〃で救われるという、ルターと同
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様の発想に基づいた「真宗」である。彼らは肉も魚も食べ、結婚をする

自由を持つ聖職者である39．

ケーラスは上記の解説の後で、赤松連城のAB"g/AccO""Qf肋加s〃〃

を用いり、岸本が述べたのと同様にA加加B"〃加をルs"sC〃油/に置き換

えても問題がないことを指摘している。また、後にケーラスは「阿弥陀仏」

を題材にA"Z伽6"ASIo72yQfB"〃〃SjT〃0/uﾉを発刊する。そこでもや

はり 「神」と同様の存在として「阿弥陀仏」の存在が語られる40。このよう

にケーラスによって、真宗は米国におけるキリスト教と仏教をつなぐ結節点

となる。最終的に、 この真宗の「語り」は、ケーラスの元に派遣される鈴木

大拙にも、形を変えて受け継がれることになる41．

ところで、 ここで考慮したいことは、 このような「語り」を真宗教団の人

物が許容したかにある。なぜなら、先に述べたように、シカゴ万国宗教会議

における真宗の英訳仏書では、いかに「小乗仏教」に対する「大乗仏教」を

宣揚するかに主眼があった。 T伽のg"Co"〃での「語り」には、 この点が

完全に看過されてしまっている。従来の英訳において排耶を展開してきた真

宗教団は、 この「語り」をどのように受け入れたのか○

驚くべきことに、 このような「語り」に真宗教団は寛容であった。それど

ころか、この方法を有効に活用することで、真宗の西洋への伝道を試みたと

考えられる。たとえば、浄土真宗本願寺派海外宣教会ロンドン支部会員の

C.Pfoundes42 (1840～1907)はr伽のg"Co"γ/誌面上のRe/"0〃j〃ﾉ”α〃

のなかで真宗とキリスト教の類似性を指摘し、 「真宗のような信仰体系を持

つ日本仏教が、いずれ世界の仏教徒にとってのローマ教会になる」と論じて

いる43o

そして注目すべきは、かつての英訳で排耶を示した赤松連城ですら、キリ

スト教と協調する必要性を述べていた点にある44○ フルのg"Co"汀に掲載
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されている赤松のキリスト教に対するインタビュー記事を見てみよう。

我々は、キリスト教が恒久的な機関であることを知っています。私が考

えるに、日本でのキリスト教は海外の援助抜きで、共にやっていけると

思います。以前は、キリスト教と仏教には大きな摩擦と不信感がありま

した。仏教徒はキリスト教とは何かを知らずに、わずかなキリスト教徒

だけが仏教を知っていました。つまり、キリスト教徒は暴力的な偏見を

持ってやってきた、 と無分別で不当な人々によって誇張されていたので

す。しかしながら、現在では多くの有能な仏教僧たちが仏教とキリスト

教が手を組むメリットがあることを自覚しています。日本で仏教とキリ

スト教が共存できない理由は何もありません。なぜなら、日本でも仏教

とキリスト教の両方に魅力を感じる人が多いからです45．

赤松がここで見せた姿勢はキリスト教と仏教の協調の必要性である。赤松

がいうには、かつての仏教徒はキリスト教に対して、あまりにも無知であっ

た。その一方で、キリスト教徒も仏教徒のことを正しく理解していない。こ

のような両者の溝がお互いを排することにつながっていたのだという。赤松

にとって、 これは望ましいことではない。それゆえ、赤松はキリスト教と仏

教の関係はかくあるべきだと説示する。

私はすべての学生と友人が、キリスト教や他の宗教を学ぶことを望みま

す。なぜなら、ほかの宗教を学ぶことで、寛容な心を養うことができる

からです。諸宗教に対して素養のある人は、自分の宗教のほうが優れて

いるのだと、他の宗教を賭めることはありません。私は、キリスト教徒

が仏教徒に改宗することを決して望みません。しかし、 もしも誰かが、

私の元に聞きに来たのであれば、喜んで私の教団の信条とその教旨をお

伝えしましょう。そうすることは、私にとっても大きな喜びです。私は

こうも信じています。すなわち、多種多様なキリスト教の教会から宣教
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師が送られてくることは公正であり、適切なことである。むしろ、私は

仏教かキリスト教のどちらか一つだけを国に置くことは正しくないと考

えております。人々があらゆる宗教を勉強したうえで、最も適切だと考

える宗教を採用するように促しています。それはあたかも、人々が世界

の国々に旅をし、自分の最適な場所を探すようなものです46。

ここで赤松は、日本の仏教徒が諸宗教を学ぶべきだと述べている。しかも

赤松によれば、それは一方向であってはならない。仏教徒とキリスト教徒の

双方向間のやりとりに発展する必要があるのだという。 このように赤松の発

言には、かつて見られた強烈な排耶の姿勢は全く見られない。それどころか、

キリスト教と仏教は協調すべきだとまで主張している。 もちろん赤松のこう

した発言には真宗を西洋へ伝道するための戦略的な意図があった可能性は考

慮されなければならない。だが少なくとも、真宗教団のキリスト教に対する

排耶の姿勢の軟化もTｿ'eODe"Co"〃における真宗の「語り」の追い風とな

ったことは間違いないだろう。

こうして、シカゴ万国宗教会議で辛酸を嘗めた英訳者たちはT伽のg〃

Co"γrにて真宗の新たな「語り」を生み出した。それは「キリスト教神学」

の文脈に真宗を位置づけて訳出するという、米国の読者層を想定した真宗の

新たな「語り」である。しかし、 この真宗の「語り」はある問題を抱えるこ

とになる。最後に釈宗演とシカゴ万国宗教会議の議長でもあったジョン・ヘ

ンリー・バローズ牧師との対談を振り返ることで、その問題を確認しておこ

う。

4．釈宗演とバローズの宗教間対話と真宗の「語り」の問題点

1897年1月のT伽のe"Co"γｵの誌面には、釈宗演とバローズの議論が紹

介されている。問題の発端は、バローズがシカゴ大学の講義で「仏教の最終
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到達点は、愛も人生も滅した、怪しげな虚無の浬藥(Nirvana)の状態に至

ることにある」と解説したことに始まる。釈宗演はバローズの誤った浬藥の

理解に対して失意の念を示し、 「浬藥には良い側面と悪い側面があり、バロ

ーズ氏は「浬藥」の悪い側面にしか目を向けていない」と反論する47。それ

では「浬藥」の良い側面とは何なのだろうか。釈は主張する。

「浬藥」の良い側面とは、真理の覚知（真如）である。それは、悪意、

憎しみ、傲慢さを駆逐し、あらゆる苦を滅する、限りのない無限の愛を

示すものである。－中略一この人間らしい道徳律を主張したものとして、

我々には光明があり、その光明そのものの気づきが仏国土をもたらすの

である。あなた方はこれを神の道徳律であると呼ぶのでしょうが、我々

はこの道徳律を無限なる光と功徳を偏在する「阿弥陀仏」と呼ぶのです48．

釈の発言は次の点において画期的である。すなわち、シカゴ万国宗教会議

での演説のように「小乗仏教」の「浬藥」を牽制し、 「大乗仏教」の「浬藥」

の優位性を説いただけではない。それに加えて、 「大乗仏教」とキリスト教

は近似した宗教思想であると説いたのである。最終的に、釈はバローズヘの

書簡を次のように締めくくっている。

私は、あなたがこうした率直な発言を嫌がらないことを願っています。

ですが、私はキリスト教世界の誰かが、仏教の本当の教義を知っていな

ければならないと感じるのです。私は、バローズ氏が世界の宗教間対話

を可能にするリーダーであると考えています。あなたが気付かない間に

如来（肋/加gzzjzz)の教えを誤解したように、私たちもキリスト教を誤

解するかもしれません。あなたが仏教の教義(Religion)を正しく見て

いただくのであれば、少なくともキリスト教徒の間での仏教への誤解と

偏見は取り除くことができるでしょう49．

釈は、仏教徒とキリスト教徒の間にある溝を埋めるためには、宗教間対話
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のためのリーダーが必要であると述べる。そして、その役割をバローズに求

めるのであった。この釈の意見に対して、バローズの代弁者として、エリン

ウッド牧師が筆を執ることになる。

バローズ氏がキリスト教こそ全人類にとっての唯一の宗教(Religion)

であることを信じるように、キリスト教が真の救済を提供するものであ

ることは間違いないでしょう。私は長きにわたり、自分の心を抑え、ほ

かの宗教の教えに耳を傾けてきました。ただ、シカゴ万国宗教会議で、

それぞれがほかの宗教に敬意を持たずに勝手に自らの思想を述べるのを

見たことには失望しました。－中略-TWN〃ﾉYり戒肋""g"〃〃の誌

面にはシカゴ万国宗教会議に出席した真宗教団の八淵氏の意見が次のよ

うに紹介されているのです。 「シカゴ万国宗教会議は西洋諸国にとって、

キリスト教の弱体化を示した会議であった。彼らは我々の宗教を聞くこ

とを望み、仏教がキリスト教よりも優れた宗教(Religion)であること

を西洋の人々は痛感したのである｣50．

エリンウッドの返答には真宗に対する皮肉が込められている。 ここでは

TWeWez(ﾉYb戒肋depg"〃〃に掲載されている八淵の言説をすべて引用して

まで、宗教間対話の困難さを説いているのである。そして、牧師エリンウッ

ドは日本仏教のなかでも真宗の特異性に注目し、反論を開始する。

最も印象が深いのは日本の真宗です。この教義は釈尊の教えよりも、キ

リスト教のパウロの教えに明らかに類似しています。瞑想、カルマ、煩

悩の存在、および八正道ではなく、救済によった教義であること、浄土

(Heaven)に到達することで浬渠に至る、結婚の自由、そして、教会

を中心にしているという点においてもキリスト教と非常に類似していま

す。－中略一ただし、 これがNirvanaもしくは、Parinirvanaであると

すれば、北伝仏教のすべての教義を根本の聖典に回帰させる必要があり
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ます51o

エリンウッド牧師は、日本仏教（北伝仏教）の弁慶の泣き所ともいえる

「大乗非仏説論」を活用し、さらには仏教学者のウジューヌ･ビュルヌフ

(1801-1852)やリス．デイヴイツズ(1843-1922)、ヘルマン・オルデンベル

ク (1854-1920)の仏教研究を参照し、反論する。最終的に真宗はRe/鞍o〃

なのか、B"〃"s加なのかということをほのめかして、エリンウッドは筆を

置いている。これに対する釈の反論は紹介されていない。ただ、バローズが

4月に日本に渡航した時に詳細は話し合おうということが書かれているのみ

である。

両者の応酬が示すように、真宗のキリスト教の文脈を借りた「語り」がも

たらしたものは諸刃の剣であった。つまり、キリスト教の信者に真宗の理解

を促す入り口になった一方で、真宗がB〃肋jS加なのか、Rgj"0〃なのか

という、返答困難な問題を生み出す結果につながった。そしてこの問題は翌

年に始まる北米開教に関わる開教使たちにとって、解決すべき課題となってい

く52。

おわ り に

本論では、従来の研究において英訳不在とされる空白期間が、真宗の新た

な「語り」を模索する重要な時期だったのではないかという試論を提示した。

最後に考察してきたことを整理しておこう。

シカゴ万国宗教会議における英訳仏書では「大乗非仏説」を意識した結果、

「小乗」よりも「大乗」の方が優れているという論法を用いた。だが、 この

方法はシカゴの聴衆たちに大きな反響を呼ぶことはなかった。本論では、シ

カゴ万国宗教会議における英訳仏書の失敗の原因は、真宗の英訳仏書が仏教

学の権威が強い英国と向き合ってきたものであったこと、日本の仏教徒が英
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国と米国の読者層の質的な相違に無頓着であったこと、にあるのではないか

という私見を述べた。

結果的に、シカゴ万国宗教会議で日本仏教徒たちが目論んだ「日本仏教を

広める戦略」は失敗に終わった。浄土真宗本願寺派海外宣教会のTｿ"B加況

qfAs”の廃刊に象徴されるように、欧米仏教徒との組織的な交流はなくな

る。そして、伝道の主軸は、従軍布教、台湾などの植民地への伝道、あるい

は日系移民へと移っていく53．こうした状況は、まさに先行研究において描

かれているとおりである。

しかし、日本の仏教徒達がシカゴ万国宗教会議を契機にT""e"Co"〃

という新たな表現の場を得ていた事実には今まで目が向けられてこなかった。

新たな「語り」の場を手に入れた日本仏教は、米国圏における「語り」を模

索することになる。

その先陣を切ったのは、日本帰国後に「宗教学」の泰斗の一人にもなる岸

本能武太であった。同志社大学を卒業し、ハーバード大学へ留学中であった

岸本は、 「比較宗教学」に基づく方法で日本仏教を論じた。そこでの真宗の

「語り」に目を向けてみると、 「キリスト教神学」の文脈に位置づける方法

を試みた点にその画期があった。岸本がキリスト教との対話を意識したかど

うかは定かではない。しかし、 この真宗の新たな「語り」はブッデイズムの

包括性を示すための良い材料となった。そして、 こうした真宗の新たな「語

り」に対して、真宗教団のC.Pfoundesも赤松連城も好意的に受け止め、そ

れを真宗の伝道のために利用しようと試みた。

だが結果として、 この真宗の「語り」は返答困難な問題が生じることにも

つながった。本論で紹介した釈宗演とバローズの議論が象徴するように、キ

リスト教の文脈を用いた真宗の「語り」は、真宗が「仏教(BuddhiSm)」な

のか、それとも「宗教(Religion)」なのかという反駁が困難な問題を生み
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出す結果にもなってしまった。これらの問題については稿を改めて論じたい。

従来の研究においてはシカゴ万国宗教会議を契機に日本の国際熱は冷めて

いくと考えられていた。しかし本論で明らかにしたように、シカゴ万国宗教

会議を契機に日本仏教は新たな「語り」の場を手に入れていた。日本におけ

る「欧米仏教ブーム」の終焉は、同時に米国での「日本仏教ブーム」に向け

た新たな船出を意味していたのである。
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35KishimotoNobuta, Z〃〃〃α""TT"S〃〃SeciS, (MeOpe"CO"〃，
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36岸本能武太という人物については先行研究において、次のようにある。 「同

志社からハーバードに学んだ岸本は、ユニテリアンの信仰をもつと同時に、

1894年の帰国以来、いくつかの論文と、著書『宗教の比較的研究』 （東京専門

学校、 1895年）を通じて、自らの「比較宗教学」の構想を精力的に展開してい

た｡」 （磯前順一・深澤英隆編『近代日本における知識人と宗教一姉崎正直治の

軌跡一』東京堂出版、 2002年)p.25参照

37 TMzeOpe"Co"〃連載のKishimotoNobuta,B"〃〃s加加ﾉ"α〃の連載期間

とその副題をここに列挙しておく。 1.TT"Re/"0"Cb"ゆ0""J〃ん"〃
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September27,1894) p.4233
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Company, 1906
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"ieWest,-Harper&Row,PublishersNewYork,Evanston, andLondon,

1970)参照

42佐藤哲朗「フォンデスもう一人の白人仏教徒」 （『大アジア思想活劇』、サン

ガ、 2008年)pp.301-314｢C.Pfoundesは神智学に批判的な白人仏教徒として

知られている。 1890年の春、 日本仏教界から「海外宣教会ロンドン支部」の会

員に任命される。 1893年1月に再来日し、日本の各地で公演を行ったことは知

られているが、その後の動向は明らかではない｡」

43 C.Pfoundes,Re/"0〃〃ノ”α", (T"Ope"Co"γ＃, January31,1895)

p.4378原文:JapanisundoubtedlyatpresentthemostimportantBuddhist

centre; andinthefuturemaybecometoBuddhismwhatRomewasto

Christianity.

44かつての赤松は排耶の姿勢を示したことは知られている。その結果、英訳の

なかでも「forbidallprayers」と意図的に訳出していたことは以前に述べたと

おりである。 （拙論「明治初期における真宗翻訳事業とその展開」 『真宗研究』
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第62号、 2018年) p.4参照

45Aﾉ”α"eseB"〃〃航PWs/o"C"油加"妙(T伽のe"Co"汀,October3,

1895)p.4662原文:WerecognizeChristianityasapermanentinstitution.I

think,judgingfromobservationalone,thattheChristianchurchherecanget

alongwithoutaidfromabroad.Formerlytherewasagreatdealoffriction

anddistrust.TheBuddhistdidnotknowwhatChristianityis,andveryfew

ChristiansnowunderstandwhatBuddhismis・Theycameherewithviolent

prejudices,whichhavebeenexaggeratedbycontactwithindiscreetand

unreasonablepersons,butmanyoftheablestoftheChristianteachersand

manyoftheablestoftheBuddhistpriestrecognizethatthereismeritin

bothreligions,andthatbotharecapableofdoinggood.Thereisnoreason

whyBuddhismandChristianitycannotexist inJapanwithoutfriction,

becausebothappealtotheheartsandmindsofmenandtherearethosewho

wouldbebettersatisfiedwithonethanwiththeother.TheChristianhave

gatheredinagreatmanyJapanesewhohadlefttheBuddhistchurchand

werewithoutareligion.

46Aﾉ"""eseB"〃〃ぷP地s/0〃C〃油加"妙(Tｿ'e"e"Co"〃,October3,

1895)p.4662原文:Iencourageallofmystudentsandfriendstostudy

Christianityandotherreligions,becauseitmakesthembroad-minded.Itcan

donoharmtoanyintelligentmantoinvestigateotherreligionsthanhis

own. IwouldneveraskaChristiantobecomeaBuddhist,butifheshould

cometomeandaskmetoexplainthecreedandtheprinciplesofmyreligion

Ishouldtakegreatpleasureindoingso. Ibelieve, too, thatitisfairand

properforthedifferentchurchestosendoutmissionariescapableofteach-

ingtheprinciplesuponwhichtheyarebased,butldonotthinkitisrightfor

aBuddhistorChristianmissionariestotryandcoaxpeopletoleaveone

religionandacceptanother. Ishouldsimplyencourageallmentostudyall

religionsandadoptthatwhichismostsuitabletotheirtaste, justastravel

developsamanenableshimtochoosethemostagreeablecountrytolivein.

47 Rev.ShakuSoyenofKamakura, JapanandDr. JohnH.Barrows.Of

Chicagolllinois,ACb""0""S)ﾉ 0〃B"〃〃s"z (T伽のe"Co"〃, January,

1897)p.43原文: Iwasgreatlydisappointed,however,seeingthatyouonly

repeatthoseerrorswhicharecommoninthevariousWesternbookson

BuddhiSm・Yousay, "ThegoalwhichmadeBuddha'steachingsadubious
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gospel, isNirvana,whichinvolvestheextinctionofloveandlife, asthe

goingoutofaflamewhichhasnothingtoelseupon.”

48 Rev.ShakuSoyenofKamakura, JapanandDr. JohnHBarrowS.Of

Chicagolllinois,ACo""ofﾉ〃Syo"B"〃"Wz (T伽のe"Co"汀, January,

1897) p.43原文:ThepositivesideofNirvanaconsistsintherecognition

oftruth.Thedestructionofevildesires, ofenvy, hatred, extinctionof

selfishnessimpliescharity,compassionwithallsuffering,andalovethatis

unboundedandinfinite…Thissamemoral lawisthesourceofenlighten-

mentconstitutesBuddhahood.Thissamemoral lawwecallAmitabha-

Buddha, theboundlesslightofBud曲ahoodwhichiseternal,omnipresent,

andall-glorious.

49 Rev.ShakuSoyenofKamakura, JapanandDr. JohnHBarrows.Of

Chicagolllinois,ACO"j7℃zﾉg7Syo"B"〃〃s"z (Zｿ'g g"Co"〃, January,

1897) p.45原文: Ihopeyouwillnottakeoffenceatmyfrankremark,but

Ifeelthatyou, ifanyoneinChristendom,oughttoknowtherealteachings

ofBuddha,andwelooktoyouasaleaderwhowillmakepossibletheway

forabetterunderstandingbetweenallthereligionsoftheworld,forldonot

doubtthatasyouunknowinglymisrepresentthedoctrinesoftheTathagata,

sowemaymisunderstandthesignificanceofChristianity.Weshallbemuch

obligedtoyouifinjusticetothereligionofBuddhayouwillmakepublic

thishumbleprotestofmine,sothatatleastthemostimportantmisconcep-

tionsandprejudicesthatobtainamongChristiansmayberemoved.

50 Rev.ShakuSoyenofKamakura, JapanandDr. JohnHBarrows.Of

Chicagolllinois,ACo"jmzﾉe7Gyo"B〃〃〃swz (T伽のg"Co"〃, January,

1897) p.47原文:ThoughfirmlybelievingwithDr.Barrows(iflmayjudge

fromanaddresswhichlheardfromhislipsontheeveofhisdeparturefor

India)thatChristianityistheonlyreligionthatisadaptedtotheuniversal

wantsofmankind,andtheonlyonethatoffersrealsalvation,yetlhavelong

cherishedandwidelyadvocatedatolerantspirittowardotherfaiths,and

haveendeavoredtogivefullcredittotheethicalorreligioustruthswhich

theyinculcate.ButsincethecloseoftheParliamentofReligionsinChicago

Ihaverealizedmorethanevertheneedofcandidaccuratelanguagein

speakingonthissubject, insteadofgivingway,eithertohastyandignorant

denunciation,ortolavishexpressionsofapprovalforcourtesy'ssakewhich
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mightbeconstructedasasurrenderofone'sopinions.…TWeNNez"Yb油

IM"c""g"オpublishedaletterreportingtheproceedingofameetingheld

undertheauspiciousoftheBuddhistYoungMen'sAssociationofYoko-

hama,andwhichwasaddressedbyyourself,Mr.Yatsubuchi,andothers.

Fromoneoftheseaddressesthesewordsarequoted: "Theparliamentwas

calledbecausetheWesternnationshavecometorealizetheweaknessand

follyofChristianity,andtheyreallywishedtohearfromusofourreligions

andto learnwhat thebestreligionis.Themeetingshowedthegreat

superiorityofBuddhismoverChristianity,andthemerefactofcallingthe

meetingshowedthattheAmericansandotherWesternpeopleshadlost

theirfaithinChristianityandwerereadytoaccepttheteachingsofour

superiorreligion.''

51 Rev.ShakuSoyenofKamakura, JapanandDr. JohnH.Barrows.Of

Chicagolllinois,ACo""0"2KSyo"Bz4〃〃畑〃 (7伽のg"Co"〃, January,

1897)pp.51原文:Butaltogetherthemoststrikingdeparturefromthe

originalArhatdoctrinesoftheSouthisseenintheteachingoftheShinShu

sectofJapan.…thissectcomesnearertothedoctrinesoftheApostlePaul

thantothoseofShakyaMuni. ItpresentsamediatorbetweenKarmaand

thesinner,asalvationnotbbthemerit,butbyimputation,arenunciationof

alltrustinworksasenjoinsaconsecratedservice,notascompensationbut

fromlove.Theheavenpromisediscalled"Nirvana,"but it issomething

exceedinglyattractivetotheBud曲istmasses.Thetractapprovesofthe

marriageofpriestsandofallrationalwaysofliving,andbutasadismal

failureinpointoffact. If, then,wearetodecideuponthemeaningof

Nirvana,orParinirvanaastaughtbyBuddha,wemustturnbackfromall

theseNortherndevelopmentstotheoldercanonicalteachings.

52 この問題は日本仏教の海外布教にかかわる人間にとって解決すべきテーマに

なっていく。その証拠に1907年のT〃L妙／〆D伽""αでは北米開教使の内

田晃融がW〃α/ jSB"〃"jS",B"〃〃jS班aRe/"0"という論題を提示し、

1915年の日本の宗教雑誌T〃M"〃〃α"耐においても、E.UnoISB"〃〃た〃α

RE/“0"’を掲載し、 この問題を論じている。

53吉永進一「海外宣教会から仏教モダニズムまで」 （中西直樹・吉永進一編

『仏教国際ネットワークの源流一海外宣教会（1888～1893年）の光と影一』三

人社、 2015年)pp.5-6
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